
②学校外における、不就学等の子供に対する日本語、教科若しくは母

語支援又は学習習慣の確保に係る指導のための教室の開設 

義務教育年齢を超えた外国籍の子どもへの学習支援等を実施する市町村に対

して補助する。 

１市（大垣市） 

③不就学等の外国人の子供に対する日本語、教科若しくは母語支援

又は学習習慣の確保に係る指導を学校外において行う指導員の研修 

（公財）岐阜県国際交流センターへ業務委託 

補助 

補助 委託 

 

様式９（添付１－４） 

 

令和７年度 帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業 
（Ⅱ 外国人の子供の就学促進事業） 

事業内容報告書の概要 
都道府県・市区町村・協議会名【岐阜県】    

                                       

令和７年度に実施した取組の内容及び成果と課題 

１．事業の実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．具体の取組内容  ※取り組んだ実施事項①～⑥について、それぞれ記入すること 

【実施事項②】 

義務教育年齢を超えた外国籍の子どもへの日本語指導、進学・就学・進級等に必要な教科指導、受験準

備、進路等に関する相談・指導等の支援を実施する市町村に対して補助を行った。 

事業名：岐阜県多文化共生推進補助金（義務教育年齢を超えた外国籍の子どもの就学支援事業） 

補助先：大垣市 

 

【実施事項③】 

地域日本語教室の学習支援者等が、外国にルーツを持つ児童生徒に対し適切な日本語指導や支援が

できるよう、子どもの支援に必要な心構えや知識、教科を通じた日本語指導方法等を学ぶ下記研修を実

施した。 

研修名：令和７年度外国にルーツをもつ子どもの学習支援の担い手研修 

日 時：（１）オンライン講座 令和７年８月 12日(火)、９月 18日(木) 19:00～20:30 （全２回）  

（２）対面講座 令和７年８月 24日(日) 10：00～12：00 （全１回）  

場 所：（１）オンライン（Zoom を使用）  

（２）各務原市産業文化センター４階 第２学習室（各務原市那加桜町 2-186）  

参加者：外国人の子どもの日本語支援に関わっている方、興味がある方 

（１）延べ 63名 

（２）20名 

内 容：（１）トランスランゲージング・レンズで子どもたちの力を捉えよう 

－母語も日本語も活かすことばの支援と評価－  

（２）子供を支える学校・地域の支援を考えよう －「クロスロード」ゲームを使って－ 

 

岐阜県 



３．成果と課題    ※取り組んだ実施事項①～⑥について、それぞれ記入すること 

＜実施事項②＞ 

  【成果】 

・義務教育年齢を超えた外国にルーツを持つ子どもの学習支援や進路相談等を行う市町村を支援する

ことで、進学を希望する生徒の学習意欲や日本語能力の向上等を図ることができた。 

  【課題】 

・進学に関する金銭面での親子間のコミュニケーション不足や、保護者の奨学金制度への理解不足が課

題となっている。 

・保護者に対して進学に必要な費用や奨学金制度に関する情報提供を強化することや、親子で進学に

関する金銭面での相談の機会を持つよう促進し、共通認識を形成するためのサポート体制を整える必

要がある。 

 

＜実施事項③＞ 

【成果】 

・外国にルーツを持つ子どもの学習支援において、その多言語・多文化的背景を肯定的に捉える意識が

深まったほか、母語と日本語の双方を活かした支援の重要性や評価のあり方について理解が進んだ。

また、支援現場で直面する様々なジレンマについて参加者同士が意見を共有する機会を設けることで、

自身の視点を広げて支援の引き出しを増やしてもらうなど、学習支援を担う人材のスキルアップを図るこ

とができた。 

 【課題】 

・県内の外国人児童生徒数は増加傾向にあるが、学習支援者は慢性的に不足していることから、支援者

の確保やスキルアップを継続的に実施する必要がある。 

 

 

 
３～６歳 ７～１２歳 13～15歳 

16～18歳以上 

（過年齢） 

本事業で対応した子供の数 人 人 人 10人 

４．その他（今後の取組等） 

今後も上記事業を継続して実施し、支援体制の整備・充実を図っていく。 

※ 枠は適宜広げること。（複数ページになっても差し支えない。） 成果物等があれば別途提出すること。 

※ 事業内容報告書の概要は、文部科学省ホームページで公開する。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 


